












































































































































































































































































































































・インドネシア（ジャカルタ） ＄324  （≒JPY35,890）△155％
・シンガポール ＄1,630（≒JPY180,558）△127％
・タイ（バンコク） ＄378  （≒JPY41,872）△132％
・フィリピン（マニラ） ＄237  （≒JPY26,253）－100％
・マレーシア（クアラルンプール） ＄356  （≒JPY39,435）△109％
・ベトナム（ホーチミン） ＄234  （≒JPY25,921）▲180％
・ミャンマー（ヤンゴン） ＄135  （≒JPY14,954）▲199％





・上海 RMB 3,855（≒JPY 62,032)△140％
・⼤連 RMB 3,042（≒JPY 48,961)△154％
・北京 RMB 5,135（≒JPY 82,636)△156％
・深圳 RMB 3,564（≒JPY 57,380)▲180％
※⽇本（神奈川） JPY 296,000 △118％
対 2011年
51日系製造業の ICT導入動向と考察
人月かかる」という場合は、価格は300万円です。工期は
１人でやれば３カ月かかるし、３人なら１カ月でできると
いう事になります。ただし、作業には工程があり、単純に
人を注ぎ込むほど短納期になるというわけではありませ
ん。始めの１カ月分の工程は１人でしかできなくて、後半
２カ月の部分は分業が可能なのでは２人投入し１カ月間を
並行で作業する。この場合、始めは１人月で後ろが２人月
ですが、工期的には２カ月間で完成、工数合計は３人月の
作業、価格は300万円という数え方になります。
　先のワーカーのコストをみると、日本人に対してタイ人
の工員は７分の１くらいで、中国人の工員でも、まだ５分
の１くらいです。しかし、ICT 業界ではこの比率が通用
しません。
　原因は、プログラミングなど特殊技能となっている分野
を習得する必要があるため ICT 技術者の数が、（国によっ
ては）極めて少ない事によります。
　なおかつ、われわれのような日系企業向けの仕事では、
母国語以外に英語か日本語でコミュニケーションができる
人という条件が付きます。
　そうなると参入障壁がとても高くなり、慢性的に人手不
足の業界となるわけです。さらに、欧米系の ICT 企業に
よる引き抜きも日常茶飯事で彼らが高い給与でハイヤリン
グをかけていくので離職率も高く、単価がどんどん上昇し
ているというのが現状です。
　細かい数字は出せませんが、昨今でのプログラミングの
オフショア開発なども国を選ばないと日本人のみで開発し
た場合の想定金額よりも高くなってしまったなんて話もあ
ります。2000年代初頭から、プログラム開発費用を下げる
ために中国に開発を委託するオフショアリングがはやりま
したが、最近では、中国へのプログラミング開発の外注は
減少し、インドなど他の国への依頼の方が盛んになってい
たりします。ICT 業界以外にも、アニメ制作なども中国
以外に、フィリピン、ベトナムなど別の国にも外注してい
るような話も聞きます。
　最近はこういう状況なので、海外だから ICT システム
を安価に導入できると期待されると、それに応えるのはか
なり厳しい状況になっています。とはいえ、日本の本社と
海外の現地法人では売上規模が全く異なる場合が多いの
で、海外では投資できる金額も少なくなり、そこにギャッ
プが生じます。お金をかけずに日本と同じレベルで管理し
なければならないのか、という話になってしまいます。
　先ほど少し言及しましたが、人件費が安い部門であれ
ば、人手でできるところは人がやればいいという考えもあ
ります。日本では管理の強化や効率化、省人化といった目
的でシステムを導入しますが、現地でそれを展開する場
合、省人化という部分はよく検討してから対処すべきで
す。システムに過剰な品質を求めず、必要最低限の機能、
例えば会計業務だけにとどめ、人手で処理できる部分は現
地の安いスタッフをどんどん使うようにすると、システム
をシンプルに導入できる部分もあるのではないでしょう
か。
　「ニッパチの理論」というのがあります。コストの２割
くらいで８割くらいの完成度にはたどり着きますが、残り
の２割の部分の完成度を追究していくと、その部分に８割
のコストが必要になるという話です。
　感覚的な話ではありますが、２割のコストでで、まずは
８割の効果を目指すというのもファーストステップとして
は悪い考えではないと思っています。
７ ．頼んだこと以外はやってもらえない
　ソフトウェアの開発では、経験者でないと、プログラム
のソースコードを見て良し悪しを判断できません。ICT
の世界で可視化できるものはあまりないですが、日本と海
外の仕事っぷりを電線例えるとこんな感じです。
　日本は本数が少なくスッキリしています。古い電線を全
部撤去して新しい電線を引く作業を、工事業者がセットで
やってくれるからです。ほかの国では、古い電線が切られ
たまま残っている上に新しい線をどんどん引いたりした結
果、どの線が使われていてどれが切断されたものか分から
ないまま積み重なっていき、しまいには垂れ下がっている
ような状態になります。
　工事の際に、切ったり張り替えたりした電線を撤去する
よう頼まないからです。日本は忖度の文化なので、電線を
張り替えるときは古い線は撤去するものと判断してやって
くれます。しかし、海外では一つ一つ依頼しなければやっ
てくれない。中国などは特にそうですが、頼まれていない
ことをなぜやらなければならないのか、と。日本の常識は
通用せず、「やってほしいことは口に出して言え、もしく
5
IT(ICT）業界 諸事情
ローカル技術者と⽇系技術者の仕事っぷり
・⽇本のように古い⾮稼働の電線を撤去している国をアジアではあまり
⾒かけません。
なぜなら、施設業者が請け負うのは新たな電線を施設して、通電させる事。
撤去作業は依頼されていないという認識だから（お⾦にならない）。
⽇本では当然、新設と撤去はペアで考えますが、アジア諸国ではその常識は
通⽤しない、こんな状態を未然に防ぎたければ、撤去に関しても作業内容
に依頼事項として盛り込む事が必須である。
他国の電線。
他国の電線。
⽇本の電線。
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は文書に残せ」というのが世界の常識です。
　誤解のないように補足すると、どちらが正しい仕事なの
かという事ではありません。単に接続するようにとか、電
気が通じるようにと言うと、最短距離で目的を達成できる
作業はしてくれますが、きれいにやるように言わないと
「きれい」にやらないし、なおかつ「きれい」とはどうい
う状態なのか、どうすればいいのかまで説明しないと、お
そらく解ってもらえないでしょう。
　こうしたことは ICT の世界でもあります。
　通常、ソフトウェアの開発は、あとあと仕様変更があっ
た場合に備えて、いくつかのパーツに分けてプログラミン
グをします。
　日本だとそういった部分は常識で、この業界に入った頃
から叩きこまれるのですが、外国の技術者は違います。勿
論基礎は学校なりで習ったりするのですが、途中から（自
分基準での）効率を求めていったりします。
　あらかじめ規則をきっちり説明しておかないと、ルール
から逸脱した、全部がひとつながりの巨大なプログラムを
作ったり、その他にも規則を無視したプログラムを納めて
くるいといった事があります。
　インプットとアウトプットは確かに要求どおりなので、
それでいいという考え方もありますが、会社としてのやり
方、決め事などを事前にきちんと説明しないと、そのとお
りにはやってもらえません。
８ ．「シンプル」よりも「明確」が大事
　最後に、私なりの所感を述べたいと思います。
　海外で外国人と仕事する際には、やってほしいことをシ
ンプルかつ明確に伝えるというのが理想ではあるのです
が、意外と自分がイメージしているほどクリアーには伝わ
りません。「シンプル」よりも「明確」が大事です。懇切
丁寧に「明確」に伝えないとやってもらえません。“急が
ば回れ”それが、相互理解への一番の近道でもあるような
気がします。
　例えば、システムを導入すると業務が楽になると説明し
ても、現地の人が受け入れてくれなかったこともありま
す。日本では、手書きの作業が全部システム化されて楽に
なるという説明ですみますが、こちらのローカルの方が素
直に受け入れてくれないのには驚きました。理由は業務方
法が変わると覚えるのが大変だし、部下に教えるほうも大
変だからだそうです。
　私は相手に、楽になる事だけでなく、なぜこのシステム
が会社にとって必要で、一時的に大変ではあるけれど長い
目で見れば皆さんが楽になる、というのを説明しなけれ
ば、いけなかったわけです。こういった部分は日本だけで
仕事をいていると気付かない部分であったりもしました。
　以上　ご静聴ありがとうございました。
質疑応答
Ａ：　お客様に説明するときに、業務が楽になるという話
はこれからなかなか通用しなくなるということは、業
務が効率的に運営できるということで相手の心をつか
んでいくということでしょうか。
池田：かつて郵政民営化のときに、小泉首相が「痛みなく
して改革なし」と言っていましたが、現状を変えると
いうことに対して、タイの人は嫌がる感じがあるよう
に思います。一度決めた業務を変更したり、やっと覚
えたオペレーションを、こう変えると便利だから変え
てくれというだけでは、管理者側の都合で変えられた
ので何か裏があるのでは？　と不信に感じるのかネガ
ティブな反応します。
 　本当は、業務を効率的に運営するためにはこのよう
な活動もしなければならないんだよ、だから今これを
やって欲しい、といったような理由を説明しなければ
ならないのですが、日本人の場合は皆まで説明せずと
も忖度してくれる場合がよくあります。
 　でも本当はタイだけではなく、どこの国において
も、きちんと説明しなければいけないということを感
じています。
※ 本文に記載されている会社名、システム名、製品名は、
各社の登録商標又は商標です。
